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古
代
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本
人
の
他
界
観
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（

天
授
元
年
七
月
中
句
、
夫
兼
家
と
の
身
も
心
も
摩
耗
す
る
よ
う
な
関
係
に
苦

錯
綜
…
摘
腔
崇
昌
鵠
㍍
髭
特
損
最

に
石
山
謡
に
出
か
け
た
。
秋
と
は
名
ば
か
り
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

河
原
に
は
死
人
も
臥
せ
り
と
見
聞
け
ど
、
恐
し
く
も
あ
ら
ず
。

と
、
異
様
な
神
経
の
昂
り
を
見
せ
る
旅
立
で
あ
っ
た
。
寺
に
着
い
て
参
籠
中
も

涙
に
む
せ
び
、
勤
行
の
合
間
に
死
の
想
念
に
と
ら
わ
れ
た
り
す
る
に
つ
け
、
思

わ
れ
る
の
は
京
に
残
し
て
き
た
一
子
道
綱
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中

で
道
綱
母
は
供
人
達
の
会
話
に
奇
妙
な
話
を
聞
き
、
心
惹
か
れ
る
も
の
を
覚
え

た
。

を
の
こ
ど
も
の
中
に
は
、
「
こ
れ
よ
り
い
と
近
か
な
り
、
い
ざ
、
佐
久
奈

谷
兄
に
は
出
で
む
」
「
口
引
き
す
ご
す
と
聞
く
ぞ
、
か
ら
か
な
る
や
」
な

ど
い
ふ
を
聞
く
に
、
さ
て
心
に
も
あ
ら
ず
引
か
れ
い
な
ば
や
と
思
ふ
霊
傍

線
筆
者
）

道
綱
母
の
供
人
の
一
人
が
同
輩
を
さ
く
な
谷
見
物
に
誘
っ
た
の
に
対
し
、
相

手
は
「
ロ
引
き
す
ご
す
と
聞
く
ぞ
、
か
ら
か
な
る
や
」
と
尻
込
み
し
て
い
る
。

供
人
の
尻
込
み
の
理
由
を
、
全
訳
王
朝
叢
霞
『
鯖
蛤
日
記
』
は
「
但
し
妖
怪

原
　
田
　
敦
　
子

類
の
棲
む
と
い
ふ
伝
説
の
所
の
様
で
あ
る
」
と
推
定
し
、
川
口
久
雄
氏
も
「
こ

の
峡
再
に
昔
か
ら
魁
魅
岡
両
の
た
ぐ
い
が
棲
ん
で
、
人
を
ひ
き
こ
む
と
い
う
よ
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の
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
ら
も
死
を
想
う
道
綱
母
が
魁
せ
ら
れ
た
さ
く
な
谷
の
冥
途
伝
説
と
は
、
如

何
な
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
伝
説
の
本
態
を
解
き
明
か
し
つ
つ
、

こ
の
地
に
冥
途
伝
説
が
成
立
し
た
経
緯
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
瞥
見
さ
れ
る
古
代

日
本
人
の
他
界
観
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

）二（

さ
く
な
谷
は
大
七
瀬
の
祓
所
の
一
で
、
『
河
海
抄
』
乙
通
女
は
「
七
瀬
所
々
」

と
し
て
、
難
波
・
辛
崎
等
と
共
に
「
佐
久
郡
谷
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
『
藻
塩

草
．
』
巻
十
四
の
「
七
瀬
祓
」
の
項
に
は
、
「
桜
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
延

喜
式
』
神
名
下
の
近
江
国
栗
太
郡
条
に
「
佐
久
奈
度
神
社
柏
ぜ
と
あ
る
と
こ
ろ
、

吉
田
兼
倶
の
『
延
喜
式
神
名
帳
頭
註
』
は
「
一
名
佐
久
艮
谷
大
明
神
」
と
注
し
、

伴
信
友
の
『
神
名
帳
考
竃
』
も
「
今
日
二
桜
谷
社
一
」
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、



『
近
江
国
奥
地
志
略
』
が
栗
太
郡
大
石
荘
東
村
の
桜
谷
の
項
に
「
佐
久
姦
止
社

の
辺
を
い
ふ
。
此
地
即
佐
久
姦
谷
な
り
」
と
す
る
如
く
、
さ
く
な
谷
は
桜
谷
の

音
名
で
あ
り
、
佐
久
奈
匡
神
社
辺
り
の
谷
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
く
な
谷

が
後
世
さ
く
ら
谷
に
変
化
し
た
の
は
、
ナ
と
ラ
の
音
韻
交
番
に
よ
る
も
の
で
、

n
音
と
r
音
と
の
交
替
は
、
角
鹿
－
　
ツ
ル
ガ
、
散
楽
－
サ
ル
ガ
ク
な
ど
の

例
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
来
数
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

琵
琶
湖
に
発
し
た
瀬
田
川
が
石
山
寺
の
山
門
下
を
経
て
南
流
す
る
こ
と
約
八

キ
ロ
、
両
岸
に
山
が
迫
っ
て
川
幅
が
狭
く
な
り
、
流
れ
が
西
に
急
転
回
す
る
地

L
L
と
び

点
を
鹿
跳
（
飛
）
と
言
い
、
現
在
は
腫
跳
橋
が
か
か
る
が
、
佐
久
奈
度
神
社
は

こ
の
鹿
跳
の
東
岸
、
大
津
市
大
石
中
町
に
鎮
座
し
、
瀬
織
津
比
畔
命
・
遠
秋
津

比
畔
命
・
気
吹
戸
主
命
の
三
神
を
祀
る
。
現
在
の
社
地
は
、
下
流
の
天
ヶ
瀬
ダ

ム
の
築
造
に
あ
た
っ
て
旧
社
地
が
水
没
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
た
め
に
、
昭
和

三
十
九
年
に
近
接
す
る
丘
陵
地
に
移
転
し
た
も
の
で
、
ダ
ム
築
造
以
前
の
鹿
跳

こ
め
か
し

橋
附
近
は
、
「
米
所
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
急
流
が
河
底
や
河
岸
に
起
伏
す
る

…
絹
製
拍
揺
招
醗

元
政
の
『
草
山
菜
』
に
、

大
石
実
書
観
焉
。
左
戸
川
。
川
夕
一
奇
石
一
。
布
置
巧
妙
而
如
二
人
之
故
謹

趣
也
。
渡
二
独
木
橋
一
至
二
桜
谷
叫
声
同
日
二
桜
谷
宮
一
。
古
木
森
〝
開
宮
戸

他
。
宮
之
後
日
二
鹿
飛
一
。
然
石
塊
奇
如
レ
鋼
。
流
水
如
レ
藍
渾
石
如
レ
結
。

（
巻
五
　
尋
猿
丸
旧
跡
記
）

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
往
時
の
景
観
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

さ
く
な
谷
は
平
安
後
期
か
ら
既
に
桜
谷
と
称
さ
れ
、
歌
に
詠
ま
れ
る
名
所
で

あ
っ
た
。

田
上
に
て
、
八
月
許
に
つ
れ
′
ぐ
な
り
け
れ
ば
、
な
に
と
な
く
あ
ゆ

み
い
で
1
、
桜
谷
の
方
へ
ま
か
り
け
る
に
、
道
の
遠
か
り
け
れ
ば
、

休
む
と
て
、
式
部
の
大
夫
の
よ
め
る

春
な
ら
で
桜
谷
を
ば
見
に
ゆ
か
じ
あ
き
と
も
あ
き
ぬ
道
の
遠
さ
に

と
い
ふ
を
聞
き
て
和
し
待
り
け
る

桜
谷
ま
こ
と
に
匂
ふ
こ
ろ
な
ら
ば
道
を
あ
き
と
は
恩
は
ざ
ら
ま
し

（
散
木
奇
歌
集
）

に
は
て
る
や
桜
谷
よ
り
落
ち
た
ぎ
る
波
も
花
さ
く
宇
治
の
網
代
木

（
拾
玉
集
）

こ
れ
ら
の
歌
に
見
る
限
り
、
桜
谷
は
「
桜
」
の
名
を
持
つ
急
流
激
溝
の
景
勝
地

で
あ
り
、
『
鯖
蛤
日
記
』
の
供
人
の
こ
と
ば
「
い
ざ
、
佐
久
奈
谷
兄
に
は
出
で

む
」
も
、
名
勝
見
物
に
同
郡
を
誘
う
も
の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
さ
く
な
範

に
は
、
こ
れ
と
は
別
の
神
異
怪
奇
な
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
八
雲
御
抄
』
巻
一
正
義
部
「
可
悍
名
所
井
詞
」
の
条
に
は
、
「
さ
く
ら
谷

〈
祓
洞
1
品
空
巻
五
名
所
部
「
渓
」
の
条
に
は
、
「
さ
く
ら
だ
に
〈
箆
祓
の
銅
宗
達
を
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や
現
象
と
か
か
わ
っ
て
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
典
拠
に
な
る
も
の
（
し
た
が
っ

て
初
出
）
の
作
が
不
吉
な
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
場
合
の
も
の
で
あ
り
、
現
に
こ

こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
も
、
「
と
き
う
し
な
へ
る
」
「
な
が
れ
て
の
代
」

な
ど
、
衰
運
、
無
常
に
関
す
る
も
の
が
二
、
三
見
ら
れ
る
他
は
、
す
べ
て
死
や

喪
に
関
す
る
こ
と
ば
や
事
象
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
さ
く
な
谷
が
「
祓

詞
有
樺
」
と
さ
れ
る
の
も
、
さ
く
な
谷
が
大
祓
詞
の
中
に
登
場
す
る
か
ら
で
は

な
く
、
大
祓
詞
に
よ
れ
ば
、
さ
く
な
谷
即
ち
冥
途
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
さ
れ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。



如
レ
此
伊
間
食
甲
皇
御
孫
之
命
乃
朝
庭
乎
始
ヨ
ガ
下
四
方
民
、
罪
止
云
有
罪
濾

不
レ
在
止
（
中
略
）
遺
罪
波
子
屯
釘
給
比
活
給
事
平
、
高
山
・
短
山
之
末
…
、

例
刻
珊
利
矧
爾
落
多
支
川
、
速
川
能
瀬
坐
餓
打
紐
津
比
呼
止
云
神
、
大
海
原
田

持
出
甲
如
レ
此
持
出
往
憲
塩
之
塩
乃
八
百
道
乃
八
塩
道
之
塩
乃
八
百
会
酎
坐
班
、

遠
関
都
比
呼
止
云
神
、
持
可
可
春
雷
レ
此
久
可
可
呑
柑
気
吹
戸
坐
碁
吹
戸

主
止
云
神
、
根
因
・
底
之
国
即
気
吹
放
整
理
此
久
気
吹
放
璧
堅
甲
鹿
之
回

田
坐
、
速
佐
須
良
比
畔
堂
云
神
、
持
佐
須
良
比
失
望
（
六
月
晦
大
祓
祝
詞

傍
線
筆
者
）

後
々
の
論
述
の
都
合
も
あ
っ
て
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
さ
く
な
谷
、
佐
久
奈

度
神
社
と
大
祓
詞
と
の
関
係
は
、
右
の
傍
線
部
「
佐
久
那
大
理
」
に
あ
る
と
さ

れ
る
。『

近
江
国
輿
地
志
略
』
は
佐
久
奈
止
社
の
項
で
大
祓
詞
を
引
き
、
佐
久
那
大

理
は
佐
久
姦
止
に
通
じ
、
「
析
谷
」
の
義
で
、
ナ
は
助
辞
、
ダ
リ
は
谷
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
な
る
語
は
大
祓
詞
だ
け
で
は
な
く
、
『
広

瀬
大
忌
祭
祝
詞
』
に
も

β
此
奉
者
、
皇
神
等
乃
敷
坐
昔
々
乃
㌔
ロ
、
狭
久
那
多
利
嘲
下
賜
水
平
、

甘
水
蜜
受
而
、

と
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
伴
信
友
が
『
中
臣
祓
詞
要
解
』
で
断
じ
て

い
る
如
く
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
を
直
ち
に
近
江
の
さ
く
な
谷
の
こ
と
と
す
る
の
は
、

牽
強
説
の
そ
し
り
を
免
れ
ま
い
。
思
う
に
、
「
さ
く
な
谷
」
「
佐
久
奈
皮
」
耳

ク
ナ
ダ
リ
」
の
三
語
は
、
同
一
の
語
を
核
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
似
た
事
情
の
も
と

に
構
成
さ
れ
た
た
め
に
、
後
世
、
混
同
さ
れ
た
り
、
時
に
は
同
l
視
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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そ
の
語
源
が
求
め
ら
れ
て
、
両
側
に
山
の
迫
る
狭
隣
の
地
を
指
す
語
と
さ
れ
て

サ

ク

　

　

　

　

サ

ク

　

サ

ク

い
る
。
谷
・
佐
久
間
・
作
谷
・
作
田
な
ど
の
地
名
の
サ
ク
も
、
こ
の
狭
間
の
意

と
考
え
ら
翫
〆
ナ
は
「
手
那
末
」
（
神
代
紀
上
）
、
「
ま
奈
か
ひ
」
（
万
葉

集
・
八
〇
二
）
な
ど
と
同
じ
連
体
助
詞
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
さ
く
な
谷
は
即

ち
サ
ク
・
ナ
・
ダ
ニ
で
あ
り
、
狭
間
に
立
地
す
る
険
し
い
谷
の
義
の
命
名
で
あ

ろ
う
。

佐
久
姦
度
の
「
度
」
は
、
『
日
本
軍
記
』
『
万
葉
集
』
で
は
清
濁
い
ず
れ
に

セ

も
用
い
ら
れ
る
甲
類
の
仮
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
清
音
で
、
「
ト
」
は
迫
（
温
）

門
・
河
門
の
ト
（
甲
類
）
と
同
じ
く
、
「
戸
」
や
「
門
」
の
意
で
、
狭
い
通
路

や
出
入
口
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
佐
久
奈
度
は
即
ち
サ
ク
・
ナ

・
ト
（
門
）
で
あ
っ
て
、
、
、
、
（
水
）
・
ナ
・
ト
（
門
）
と
同
じ
構
成
を
有
し
、

ミ
ナ
ト
が
水
の
出
入
す
る
河
口
、
海
峡
の
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
両
側
か
ら

山
の
迫
る
険
し
い
谷
の
も
っ
と
も
狭
ま
っ
た
場
所
を
言
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。

佐
久
奈
度
神
社
の
位
置
す
る
鹿
跳
は
、
『
立
木
山
略
綬
起
』
に
よ
れ
ば
、
弘

仁
六
年
、
弘
法
大
師
が
瀬
田
川
の
急
流
を
前
に
思
案
し
て
い
る
と
、
白
い
雄
鹿

が
大
師
を
背
に
乗
せ
て
流
れ
を
跳
び
渡
っ
た
こ
と
に
名
を
得
た
と
あ
り
、
鹿
も

跳
び
渡
れ
る
程
、
川
幅
が
狭
く
な
っ
た
地
点
で
あ
る
。
『
近
江
国
輿
地
志
略
』

で
は
、
「
こ
れ
佐
久
奈
止
社
の
傍
、
湖
水
の
至
て
狭
さ
処
水
幅
六
問
四
尺
有
り
」

と
し
、
元
文
元
年
正
月
十
九
旦
只
都
所
司
土
岐
丹
後
守
の
実
地
検
分
の
覚
書
に

＝
㌫
い
用
増
紺
綽
鱒
創
璽
…
の
時
五
問
五
尺
七
寸
」

近
江
風
土
記
日
、
八
帳
口
神
社
、
即
忌
伊
勢
左
久
郡
太
李
神
、
♂
祭
瀬
織

津
比
畔
也
云
々
。



と
あ
る
如
く
、
八
帳
H
神
社
と
も
左
久
那
太
李
神
と
も
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
八

帳
口
と
は
、
．
伴
信
友
が
『
神
名
帳
考
琵
』
佐
久
奈
度
神
社
の
項
に
、

鹿
飛
㍑
卜
云
フ
処
ノ
落
ロ
ニ
大
滝
ア
リ
其
東
岸
二
坐
杜
也

と
述
べ
る
水
の
落
口
で
あ
っ
て
、
「
八
帳
口
」
の
名
は
、
弓
八
帳
分
の
幅
の
落

口
と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
佐
久
奈
度
」
「
八
帳
口
」

い
ず
れ
の
社
名
も
、
こ
の
神
社
の
立
地
点
か
ら
す
る
命
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
括
蛤
日
記
』
に
「
口
引
き
す
ご
す
」
と
あ
る
の
は
、
「
谷
口

か
ら
奥
へ
引
っ
ぼ
り
こ
ま

三

一
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．
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つ

【

軋
聖
と
解
す
る
の
が
通
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
さ
く
な
谷
の
地
形
や
水
流
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
ロ
」
は
水
の
落
口
で
あ

り
、
「
引
き
す
ご
す
」
は
柿
木
奨
氏
の
議
）
れ
る
如
く
、
「
馬
や
車
を
引
い
て
、

止
る
べ
き
所
よ
り
も
先
へ
行
っ
て
し
ま
う
患
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
水
の
落
口
に

馬
や
車
を
と
め
て
見
物
し
よ
う
に
も
、
激
し
い
水
勢
に
引
か
れ
る
よ
う
に
先
へ

行
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
こ
の
地
に
あ
る
と
い
う
冥
途
に
引
き
こ
ま

れ
る
よ
う
だ
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
の
語
義
に
関
し
て
は
、

の
　
ダ
リ
は
タ
ニ
で
あ
る
と
し
て
、
さ
く
な
谷
を
指
す
と
見
る
も
の
。

タ
り
ノ

∽
　
ダ
リ
を
垂
の
意
と
見
て
、
水
が
落
下
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
と
考
え
る

も
の
。

畑
　
同
じ
く
水
が
落
下
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
と
は
考
え
る
も
の
の
、
ナ
ダ

リ
は
ナ
ダ
レ
の
古
形
で
あ
る
と
見
る
も
の
。

と
、
大
き
く
三
つ
の
説
に
分
か
れ
、
時
代
と
共
に
説
も
の
か
ら
物
㈱
へ
と
移
行

し
て
い
る
。

ま
ず
の
の
説
は
度
会
延
良
の
『
中
臣
祓
瑞
穂
抄
』
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、

前
掲
の
『
近
江
国
輿
地
志
略
』
も
実
は
こ
の
説
に
拠
っ
て
い
る
。

サ

ケ

　

　

　

　

　

　

　

サ

ケ

佐
久
那
大
理
ハ
折
タ
ル
谷
也
。
谷
ハ
山
ノ
折
タ
ル
ナ
レ
バ
、
佐
久
那
大
理

ワ
タ
ブ
へ
ノ
コ
ヲ
リ
ツ
イ
ハ
レ
ノ
ゴ
ク
ト
ヲ
　
ヰ
タ
ニ

ト
云
也
。
度
会
郡
継
橋
郷
豊
宮
崎
二
井
谷
ト
云
所
ア
リ
。
類
衆
神
祇
本
源

ヰ

タ

ニ

ヰ

タ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

リ

ニ
ハ
、
井
谷
ヲ
井
足
ト
書
ク
リ
。
古
へ
ハ
、
谷
ヲ
足
ト
モ
云
タ
ル
ト
兄
へ

タ
リ
。
那
ハ
助
語
也
。

た
し
か
に
、
谷
を
タ
こ
と
も
タ
リ
と
も
言
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
奈
良
県
宇
陀

タ
ニ
　
　
　
　
タ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
タ
リ

郡
榛
原
町
大
字
上
井
足
・
下
井
足
や
、
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
の
例
で
知
ら

れ
る
他
、
『
延
喜
式
』
神
名
上
に
挙
げ
る
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
神
社
を
、
享
保

八
年
坂
本
は
「
カ
ウ
ダ
ニ
」
と
よ
み
、
九
条
公
爵
家
所
蔵
本
・
金
剛
寺
所
蔵
本

は
「
カ
ム
タ
リ
」
と
よ
む
こ
と
に
よ
っ
て
も
首
肯
さ
れ
る
。
し
か
し
、
『
広
瀬

大
忌
祭
祝
詞
』
に

山
々
乃
β
口
、
狭
久
那
多
利
酎
下
賜
水
平
、
甘
水
玉
受
而

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
を
固
有
名
詞
、
普
通
名
詞
い
ず
れ
の

「
さ
く
な
谷
」
と
考
え
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ
ろ
う
。
上
文
の
「
山
々
の
口
よ

り
」
や
下
文
の
「
甘
幸
水
と
受
け
て
」
と
の
接
続
か
ら
見
て
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
が

特
定
の
土
地
や
地
形
を
表
わ
す
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ

く

だ

り

度
会
延
良
自
身
は
サ
ク
ナ
ダ
リ
を
普
通
名
詞
の
「
折
な
谷
」
と
考
え
て
、
特

定
の
地
名
と
結
び
つ
け
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に

か
け
て
成
立
し
た
『
中
臣
祓
』
の
諸
本
に
サ
ク
ナ
ダ
リ
の
箇
所
を
、
「
佐
久
那

谷
」
（
氏
経
相
伝
本
）
、
も
し
く
は
「
佐
久
良
谷
」
（
仁
和
寺
本
・
責
福
寺
本

∵
㍉
∴
㍉
二
㍉
∴
∵
∴
∵
∴
二

す
る
考
え
が
、
神
道
宏
の
問
に
根
強
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

サ
ク
ナ
ダ
リ
を
実
在
の
さ
く
な
谷
も
し
く
は
桜
谷
と
結
び
つ
け
る
考
え
方
は
既

に
前
掲
の
『
八
雲
御
抄
』
に
見
え
、
お
そ
ら
く
は
前
代
か
ら
の
思
想
を
受
け
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
度
会
延
良
の
説
は
そ
う
し
た
附
会
説
の
根
拠
を
示

唆
し
て
い
る
点
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。



タ
ー
ー
ノ

脚
の
サ
ク
ナ
垂
説
は
、
近
世
の
国
学
者
の
多
く
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
、
賀

サ
カ
タ
H
ノ

茂
真
淵
は
『
祝
詞
考
』
で
「
逆
垂
」
の
延
言
と
す
る
説
を
唱
え
、
本
居
宣
長
は

マ
ク
タ
タ
H
ノ

『
大
祓
詞
後
釈
』
で
サ
は
頁
と
同
じ
で
「
真
下
垂
」
の
意
だ
と
し
、
鈴
木
重
胤

ナ
ク
ナ
タ
H
ノ

は
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
で
「
狭
回
垂
」
（
ク
ナ
は
谷
で
、
水
の
ク
ネ
っ
て
流

サ
ク
ク
ナ
タ
リ

れ
る
所
）
説
を
提
出
し
、
敷
田
年
治
の
『
祝
詞
弁
蒙
』
は
「
激
谷
垂
」
（
サ
ク

は
平
瀬
に
対
す
る
激
浪
の
意
）
の
略
言
を
解
い
て
い
る
。
次
田
潤
氏
は
諸
説
を

（16）

比
較
し
て
、
宣
長
の
「
真
下
垂
」
説
を
も
っ
と
も
穏
当
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

○
○
垂
説
で
は
、
「
垂
」
は
垂
水
の
垂
と
考
え
て
解
け
る
も
の
の
、
○
○
の
部

分
は
何
ら
か
の
語
の
延
言
も
し
く
は
略
言
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
う

で
な
い
場
合
も
サ
ク
ナ
と
の
関
係
や
語
義
は
こ
じ
つ
け
の
感
が
強
い
。
ダ
リ
を

「
垂
」
と
し
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、
逆
に
「
垂
」
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
○
○
の
部
分
に
有
効
な
解
を
見
出
し
得
な
い
で
終
っ
て
い
る
と
言
え
よ

、
つ
0

サ
カ

㈱
の
説
の
発
生
は
新
し
い
。
金
子
武
雄
氏
は
サ
ク
ナ
ダ
リ
の
サ
ク
は
「
逆
」

の
音
餌
変
化
し
た
も
の
、
ナ
ダ
リ
は
ナ
ダ
ル
（
傾
く
意
）
の
連
用
形
か
ら
来
た

体
言
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
動
詞
ナ
ダ
ル
は
古
い
文

献
に
は
確
実
な
用
例
が
見
え
ず
、
後
の
文
献
に
見
る
限
り
は
下
二
段
活
用
で
あ

㍉
∵
∵
∴
∴
㍉
㍉
こ

武
田
氏
の
「
栄
く
・
ナ
ダ
リ
」
説
は
、
「
栄
く
」
と
「
ナ
ダ
リ
」
の
二
語
の

接
続
に
問
題
が
あ
り
、
金
子
氏
の
「
逆
傾
」
説
は
、
上
代
に
四
段
活
用
・
下
二

段
活
用
が
並
列
し
て
い
た
「
隠
る
」
「
触
る
」
「
忘
る
」
が
、
後
に
下
二
段
活

用
に
用
法
が
限
定
さ
れ
た
り
、
四
段
活
用
で
あ
っ
た
「
埋
む
」
が
下
二
段
活
用

に
転
じ
た
り
、
上
代
に
お
い
て
も
下
二
段
活
用
で
あ
っ
た
「
皆
ふ
」
に
、
副
詞

タ
ト
ヒ
の
例
か
ら
四
段
活
用
の
動
詞
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
な
ど
の
例
か
ら
推

し
て
、
ナ
ダ
リ
を
ナ
ダ
ル
の
連
用
形
か
ら
来
た
体
言
と
す
る
こ
と
に
は
十
分
な

妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
高
さ
か
ら
低
さ
へ
水
が
ナ
ダ
レ
落
ち
る
の

は
き
わ
め
て
自
然
な
現
象
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
逆
」
と
表
現
し
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

以
上
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
ナ
ダ
リ
は
、
金
子
氏
の
論
の
如
く
、
ナ
ダ
レ

の
古
形
、
即
ち
四
段
活
用
の
ナ
ダ
ル
の
連
用
形
か
ら
来
た
体
言
で
あ
り
、
サ
ク

は
先
の
さ
く
な
谷
・
佐
久
秦
荘
の
場
合
と
同
じ
く
、
狭
間
の
意
と
す
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
両
側
か
ら
地
形
の
迫
っ
た
狭
間
－
サ
ク
を
水
が
ナ
ダ
レ
落

ち
る
と
こ
ろ
か
ら
、
水
が
激
し
く
落
下
す
る
さ
ま
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た

語
が
、
サ
ク
ナ
ダ
リ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

）四（

佐
久
奈
度
神
社
が
左
久
那
太
李
神
と
も
称
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、

こ
の
場
合
の
サ
ク
ナ
ダ
リ
は
、
水
が
落
下
す
る
さ
ま
を
言
う
語
で
は
な
く
、
さ

だ
り

く
な
谷
の
意
で
あ
ろ
う
。
嘉
吉
元
年
成
立
の
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
に
、

大
石
佐
久
良
太
利
神
在
二
栗
太
郡
大
石
郷
一
。
〈
旺
讐
人
。
杜
人
十
人
。
仲
人
五
人
。
〉

天
智
天
皇
御
字
。
右
大
臣
中
臣
金
運
勧
請
。

だ
り

と
、
サ
ク
一
ア
グ
リ
神
の
呼
称
が
見
え
る
の
も
、
桜
谷
神
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。

古
く
は
谷
を
タ
二
と
も
タ
リ
と
も
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
佐
久
奈
度
神
社
を
「
さ

く
な
（
ら
）
谷
に
鎮
座
す
る
神
社
」
の
意
で
サ
ク
ナ
（
ラ
）
ダ
リ
神
と
称
し
、

同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
、
大
祓
詞
の
サ
ク
ナ
ダ
リ
を
サ
ク
ナ
ダ
ニ
の
意
に
解
し

て
、
近
江
の
さ
く
な
谷
に
附
会
す
る
考
え
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
附
会
説
が
生
じ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
さ
く
な
谷
を
修

祓
草
創
の
地
と
す
る
伝
承
の
形
成
と
軌
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
『
興



福
寺
官
務
牒
疏
』
で
は
、
天
智
天
皇
の
代
に
右
大
臣
中
臣
金
運
が
大
石
佐
久
艮

大
利
神
を
勧
請
し
た
と
す
る
が
、
永
正
十
三
年
三
月
の
奥
書
を
有
す
る
『
淡
海

州
栗
太
郡
大
石
之
荘
左
久
那
度
神
社
之
記
』
は
、

抑
此
大
石
荘
銃
座
八
帳
口
神
社
、
忌
伊
勢
坐
、
左
久
那
大
事
〈
雲
注
李
力
〕

大
明
神
者
、
諸
水
之
会
士
風
絶
挫
、
誠
掛
毛
畏
支
滋
賀
都
天
智
天
皇
大
津

難
航
離
一
報
璽
奉
詔
於
二
此
八
帳
。
一
創
芸

と
、
天
智
天
皇
八
年
に
右
大
臣
中
臣
金
運
が
詔
を
奉
じ
て
八
帳
口
で
祓
を
創
始

し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
神
殿
が
創
祀
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

「
大
祓
」
の
語
は
天
武
紀
五
年
八
月
十
六
日
条
に
「
詔
日
、
四
方
為
二
大
解
除
一
」

と
あ
る
を
も
っ
て
初
出
と
す
る
が
、
大
祓
は
、
お
そ
ら
く
天
武
朝
の
初
期
に
、

以
前
か
ら
あ
っ
た
祓
を
国
家
的
規
模
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
書
巻

水
清
く
、
瀬
田
川
の
急
瑞
が
壮
観
を
呈
す
る
さ
く
な
谷
に
は
、
水
に
対
す
る
信

仰
が
古
く
よ
り
存
し
、
佐
久
奈
度
神
社
は
も
と
も
と
八
帳
ロ
と
言
わ
れ
る
水
の

落
口
で
、
「
さ
く
な
だ
り
に
落
ち
た
ぎ
つ
」
水
の
威
力
を
神
格
化
し
て
祭
祀
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
水
に
対
す
る
古
代
信
仰
が
、
や
が
て
こ

の
地
を
祓
所
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
智
天
皇
大
津
京
の
時
代
に
さ
く
な
谷
で

既
に
祓
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き
る
が
、
そ
れ
は

各
地
で
随
意
に
修
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
祓
と
同
列
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
様

の
祓
は
、
こ
れ
ま
た
大
七
瀬
の
一
で
あ
り
、
祓
所
を
し
て
は
さ
く
な
谷
よ
り
も

著
名
な
辛
崎
あ
た
り
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て

修
祓
草
創
の
事
は
時
・
所
・
人
物
を
特
定
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
さ

く
な
谷
に
お
け
る
創
始
云
々
も
史
実
と
し
て
は
明
記
を
欠
き
、
な
お
伝
承
の
域

に
と
ど
ま
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
臣
金
運
は
、
天
智
天
皇
九
年
に
山
御
井
の
傍
に
諸
神
の
座
を
敷
き
、
幣
畠

∴
㍉
∴
∴
．
∵
∴
∴
二
∴
∴
　
∵

あ
っ
た
の
で
、
修
祓
の
創
始
者
に
比
定
さ
れ
る
に
は
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
金
連
は
、
壬
申
の
乱
が
起
る
や
大
友
皇
子
方
に
つ
き
、
天
武
天

皇
元
年
七
月
近
江
の
瀬
田
川
で
吉
野
軍
と
戦
っ
て
大
敗
、
自
ら
も
捕
え
ら
れ
て
、

同
年
八
月
浅
井
郡
田
根
で
斬
殺
さ
れ
、
そ
の
子
ら
は
悉
く
配
流
さ
れ
る
な
ど
、

天
武
朝
廷
方
か
ら
す
れ
ば
反
逆
の
重
罪
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中

臣
金
運
が
歴
史
的
に
復
権
し
、
栄
誉
あ
る
伝
承
の
主
人
公
と
な
る
の
は
、
皇
統

が
天
武
方
か
ら
天
智
方
へ
と
完
全
に
移
っ
た
光
仁
天
皇
以
後
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

∴
∴
∴
‥
㍉
∵
　
∴
二
二
㍉
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も
軍
事
的
に
も
重
要
度
を
増
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
石
関
址
は
潮
田
川

の
東
岸
、
関
ノ
津
峠
の
辺
。
と
言
わ
れ
麺
、
大
石
は
、
東
国
か
ら
上
洛
の
速

に
あ
る
者
に
と
っ
て
は
洛
南
へ
の
迂
回
路
を
占
め
、
ま
た
京
都
か
ら
伊
勢
へ
の

（㌘）

間
道
に
位
置
す
る
な
ど
、
い
わ
ば
平
安
京
の
南
口
を
掩
す
る
地
点
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
大
石
に
銃
座
す
る
佐
久
奈
度
神
社
の
祓
所
と
し
て
の
地
位
を

高
め
、
や
が
て
は
修
祓
草
創
の
地
と
し
て
の
伝
承
を
形
成
せ
し
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
如
き
伝
承
の
形
成
が
、
佐
久
奈
度
神
社
は
も
と
よ
り
、
宮
廷
祭
祀
を

管
掌
し
大
祓
詞
を
冒
遠
抗
す
る
中
臣
氏
の
権
威
の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
同
時
に
、
大
祓
詞
の
制
定
を
修
祓
創
始
時
の
こ

と
と
し
、
大
祓
詞
に
述
べ
る
場
景
を
近
江
の
地
に
充
て
る
考
え
を
生
せ
し
め
て
、



サ
ク
ナ
ダ
リ
を
さ
く
な
谷
の
こ
と
と
す
る
附
会
説
成
立
の
原
因
と
な
り
、
ひ
い

て
は
、
や
が
て
こ
の
地
に
冥
途
伝
説
が
生
み
出
さ
れ
る
遠
因
と
も
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

）五（

大
祓
詞
で
は
、
一
切
の
罪
枚
を
「
高
山
・
短
山
の
末
よ
り
佐
久
那
大
理
に
落

ち
た
ぎ
つ
速
川
の
淑
」
に
坐
す
減
損
津
比
咋
神
が
大
海
原
に
持
ち
出
し
、
「
荒

塩
の
塩
の
八
百
道
の
、
八
塩
道
の
塩
の
八
百
会
」
に
坐
す
速
問
津
比
畔
神
が
こ

れ
を
か
か
呑
み
、
「
気
吹
戸
」
に
坐
す
気
吹
戸
主
神
が
「
根
の
国
・
底
の
国
」

に
気
吹
き
放
つ
と
、
最
後
に
根
の
国
・
底
の
因
に
坐
す
速
佐
須
艮
比
畔
神
が
こ

れ
を
持
ち
さ
す
ら
い
失
う
こ
と
が
、
壮
大
な
構
成
の
も
と
、
流
憲
な
詞
竜
で
綴

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
罪
稜
が
川
か
ら
海
へ
、
そ
し
て
根
の
国
・
底
の
国

へ
と
送
ら
れ
失
わ
れ
る
と
す
る
思
想
は
、
川
に
棄
て
ら
れ
た
祓
へ
つ
物
が
海
に

流
れ
、
や
が
て
は
大
海
の
底
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
有
様
か
ら
す
る
発
想
だ

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
大
祓
詞
に
よ
れ
ば
、
祓
除
さ
れ
た
罪
税

の
究
極
の
到
達
点
は
根
の
国
・
底
の
国
で
あ
り
、
出
発
点
は
「
佐
久
那
大
理
に

落
ち
た
ぎ
つ
遠
川
の
瀬
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。
こ
の
サ
ク
ナ
ダ

リ
を
近
江
の
さ
く
な
谷
に
附
会
す
る
考
え
は
、
既
に
平
安
時
代
に
は
生
じ
て
い

た
ら
し
い
。
『
八
雲
卸
抄
』
が
「
さ
く
ら
だ
に
」
に
注
し
て
「
是
は
祓
の
詞
に

冥
途
を
い
ふ
と
云
り
」
と
し
、
遡
っ
て
『
括
蛤
日
記
』
に
「
口
引
き
す
ご
す
と

聞
く
ぞ
、
か
ら
か
な
る
や
」
と
あ
る
の
も
、
実
に
こ
の
さ
く
な
谷
が
根
の
国
・

底
の
国
へ
の
入
口
だ
と
す
る
考
え
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

租
の
国
・
底
の
国
は
、
本
来
、
本
つ
国
で
あ
り
、
生
命
の
根
源
地
で
あ
っ
た
。

柳
田
国
男
氏
は
根
の
国
の
ネ
を
地
下
の
意
で
は
な
く
、
出
発
点
と
も
中
心
点
と

も
鮮
す
べ
き
も
の
と
し
、
沖
租
の
海
上
迄
か
な
霊
地
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
ィ
、
ニ
ル

ヤ
，
カ
ナ
ヤ
な
ど
と
同
系
統
の
語
と
考
え
ら
れ
（
撃
沖
縄
で
は
村
々
の
本
家
に

該
当
す
る
も
の
を
「
根
所
」
（
ニ
ー
ド
ウ
ク
ル
）
と
言
い
、
そ
の
他
「
根
神
」

「
根
家
」
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
が
信
仰
と
結
び
つ
い
て
近
頃
ま
で
盛
ん
に
用
い

ら
れ
た
他
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
「
根
国
」
「
根
の
島
」
と
い
う
こ
と
ば

が
し
ば
し
ば
見
え
て
、
本
国
も
し
く
は
故
郷
の
島
と
い
う
意
味
を
有
す
る
と
言

（怨）

う
が
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
は
沖
縄
の
人
々
に
と
っ
て
「
海
の
彼
方
の
隠
れ
里
」

で
あ
り
、
火
と
稲
の
種
と
生
命
と
が
も
た
ら
さ
れ
た
故
郷
だ
っ
た
の
で
お
け

松
村
武
雄
氏
も
、
南
島
の
「
根
」
と
い
う
語
に
は
「
或
る
も
の
の
根
源
」
と

い
う
意
識
・
情
感
が
つ
き
絡
っ
て
い
る
故
に
、
根
の
国
も
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
も

民
族
が
出
自
し
た
と
観
せ
ら
れ
か
つ
信
じ
ら
れ
た
「
本
郷
」
「
本
つ
国
」
で
あ

る
と
さ
れ
、
本
原
的
な
根
の
国
は
、
遠
け
き
海
の
彼
方
の
世
界
、
重
刑
た
る

「
生
」
の
世
界
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
本
つ
国
」
な
る
が
故
に
先
祖
の
住
む
世

界
で
あ
り
、
移
住
先
で
今
で
も
信
奉
し
て
い
る
神
々
が
坐
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
の
善
さ
も
の
・
願
わ
し
さ
も
の
が
も
た
ら
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
、
従
っ
て
、

1
．
　
∵
㍉
　
∴
　
∴
㍉
「
．

ま
た
、
「
底
の
国
」
も
、
ソ
ク
・
ソ
キ
が
単
に
遠
く
離
れ
た
状
態
を
指
表
す
る

語
群
で
あ
る
と
こ
か
ら
・
必
ず
し
も
地
下
の
国
た
る
を
要
し
な
い
と
」
讐
底

の
因
」
は
「
租
の
国
」
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
根
の
国
の
邁
通
性
を
表

現
す
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
（
鸞

オ
ホ
ナ
ム
チ
神
が
八
十
神
を
平
定
し
、
国
造
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

神
が
根
の
国
で
手
に
入
れ
た
「
生
大
刀
・
生
弓
矢
」
と
「
天
の
詔
琴
」
の
威
力

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
一
方
、
『
道
聖
祭
祝
詞
』
で
は
、

八
街
比
古
・
八
街
比
売
・
久
那
斗
止
、
御
名
者
屯
コ
、
辞
完
奉
誓
根
因
・

底
回
誓
鹿
備
疎
備
来
物
財
、
相
率
相
口
全
事
無
口



と
、
根
の
国
・
底
の
国
よ
り
禍
物
が
慶
び
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
根
の
国

・
底
の
国
は
本
つ
国
で
あ
る
が
故
に
、
富
・
豊
穣
・
支
配
力
の
根
源
で
あ
り
、

同
時
に
邪
悪
な
る
も
の
の
根
源
の
地
で
も
あ
っ
た
。
大
祓
詞
の
、
こ
の
世
の
あ

ら
ゆ
る
罪
稔
を
集
め
て
根
の
国
・
底
の
国
に
流
し
や
る
と
い
う
思
想
が
、
右
の

よ
う
な
思
想
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

大
祓
詞
の
根
の
国
・
底
の
国
は
海
洋
的
性
格
を
有
し
、
生
命
の
根
源
地
と
し

て
の
一
面
を
残
存
さ
せ
て
い
る
が
、
記
紀
神
話
に
お
け
る
根
の
国
は
地
底
の
国

と
考
え
ら
れ
、
一
都
、
黄
泉
国
と
の
問
に
イ
メ
ー
ジ
の
混
濁
を
生
じ
て
い
る
。

松
村
氏
は
、
『
古
事
記
』
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
神
の
根
国
訪
問
神
話
が
根
堅
州
国
を

黄
泉
之
坂
の
あ
る
と
こ
ろ
若
く
は
こ
れ
に
続
く
と
こ
ろ
と
し
て
い
る
事
実
や
、

よ
も
つ
く
に
し
た
つ
く
に

『
日
本
書
記
』
や
『
鎮
火
祭
祝
詞
』
な
ど
に
、
根
の
国
・
泉
中
・
下
津
国
な
ど

の
称
呼
が
相
互
に
紛
ら
わ
し
く
提
示
さ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
は
、
根
の
国
を
地

下
界
も
し
く
は
黄
泉
国
と
す
る
観
念
・
信
仰
が
或

支
配
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ

痕
肇に

記
・
紀
人
の
心
を

根
の
国
は
、
松
村
氏

も
言
わ
れ
る
如
く
、
も
と
も
と
本
つ
国
で
あ
り
生
命
の
根
源
地
で
あ
る
故
に
、

死
霊
の
還
り
ゆ
く
国
で
も
あ
っ
た
。
海
彼
に
あ
り
と
惣
像
さ
れ
る
別
な
る
霊
地

に
常
世
の
国
が
あ
る
が
、
こ
の
常
世
の
国
が
漸
次
理
想
化
さ
れ
て
不
老
不
死
の

楽
土
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
麺
つ
れ
て
、
二
万
の
根
の
国
は
死
者
の
国
の

役
割
を
負
わ
さ
れ
、
次
第
に
黄
泉
国
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。根

の
回
が
中
世
に
お
い
て
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
中
古
に
お
い
て
も
）
死
者

の
国
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
『
八
雲
御
抄
』
巻
一
正
義

部
「
可
悍
名
所
井
詞
」
の
項
に
、
「
さ
く
ら
だ
に
」
「
L
で
の
さ
き
」
「
わ
た

り
川
」
（
三
途
の
川
）
な
ど
と
並
ん
で
、
「
根
の
国
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
る
。

）六（

根
の
国
は
、
或
い
は
海
の
彼
方
に
あ
る
と
さ
れ
、
或
い
は
地
底
に
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
南
西
諸
島
の
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
も
海
洋
的
性
格
と
地
底
の
国
と
し
て

の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
（
攣
柳
田
国
男
氏
は
ニ
ラ
イ
，
カ
ナ
イ
の
こ
う
し
た

性
格
に
つ
き
、
既
に
、
「
水
陸
の
け
ぢ
め
は
表
辺
の
み
で
針
下
に
行
き
通
ふ
も

の
と
い
う
観
念
を
、
我
々
は
持
っ
て
居
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
認
識
に
達

し
て
お
ら
れ
た
が
、
谷
川
健
一
氏
も
、
八
重
山
群
島
で
は
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
は

地
の
底
と
海
の
彼
方
の
双
方
と
見
ら
れ
、
し
か
も
地
の
底
は
海
の
彼
方
と
通
底

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
観
念
は
矛
盾
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
ら

誌
〆
氏
に
よ
れ
ば
・
宮
古
島
に
は
井
戸
の
底
嘗
ら
に
掘
り
さ
け
て
い
く
と

海
の
彼
方
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
信
仰
が
残
っ
て
お
り
、
ニ
ッ
ジ
ャ
と
言
わ
れ

る
地
底
の
死
者
の
国
は
海
の
底
に
も
通
じ
て
い
る
と
す
る
の
が
、
沖
縄
の
常
民

の
考
え
で
あ
る
と
号
軍

霊
異
な
力
を
有
す
る
洞
穴
や
淵
が
迄
か
遠
隔
の
地
に
通
じ
て
い
た
り
、
竜
宮

に
通
う
と
す
る
観
念
は
、

ど
の
伝
説
に
よ
っ
て
知
ら

痕
甥に

分
布
す
る
椀
貸
穴
・
椀
貸
淵
・
竜
宮
淵
な

折
口
信
夫
氏
は
、
妻
と
し
て
子
供
ま
で
な
し

カ
ハ

た
水
界
の
女
が
屋
敷
内
の
井
に
飛
び
こ
ん
で
海
へ
還
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
壱

岐
の
伝
説
や
、
二
月
堂
の
「
水
と
り
」
は
若
狭
の
池
の
水
を
呼
び
だ
す
の
だ
と

す
る
信
仰
、
さ
ら
に
は
、
諏
訪
湖
や
琵
琶
湖
が
か
け
離
れ
た
遠
方
の
井
や
湧
水

に
通
じ
て
い
た
り
、
井
や
清
水
に
竜
宮
に
通
う
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
な

ど
塞
げ
て
、
海
か
ら
来
る
地
下
水
の
観
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
毎

ま
た
、
石
田
英
一
郎
氏
も
、
『
水
経
注
』
巻
三
四
江
水
に
引
く
、
湖
北
省
宜

昭
県
の
地
な
る
古
の
夷
陵
県
の
北
三
十
里
の
石
穴
よ
り
白
馬
入
り
、
数
千
里
を

潜
行
し
て
漢
中
に
出
た
と
い
う
白
馬
穿
の
話
や
、
陸
奥
下
北
郡
東
通
村
白
糠
の



山
な
る
大
穴
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
む
か
し
野
飼
の
牛
が
こ
の
窟
に
入
っ
た
ま

ま
つ
い
に
出
て
来
ず
、
退
か
に
は
な
れ
た
上
北
郡
桟
浜
村
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た

の
で
、
そ
の
地
を
牛
の
沢
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
に
似
た
俗
信
が
マ
ラ
イ
半
島
に
も

見
出
さ
れ
を
こ
と
を
挙
げ
て
、
「
中
国
人
古
来
の
世
界
観
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

種
の
地
下
の
洞
穴
も
、
い
わ
ゆ
る
．
地
脈
…
と
し
て
思
想
的
に
は
水
界
と
通
じ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
大
地
は
、
大
は
．
浮
州
㌧
小
は
．
浮

山
．
の
名
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
洋
に
浮
か
ぶ
氷
塊
に
も
似
て
、
し
ば
し

ば
泊
陥
し
て
湖
と
な
り
、
あ
る
い
は
大
海
に
通
ず
る
．
海
限
り
を
処
々
に
有
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
盤
と
述
べ
ら
れ
た
。
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
に
つ
い
て
は
既

に
柳
田
氏
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
加
え
て
我
国
古
代

の
根
の
国
の
観
念
も
、
地
下
を
流
れ
て
海
に
通
じ
る
水
の
思
想
も
、
す
べ
て
大

き
く
は
こ
う
し
た
世
界
観
に
包
摂
さ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

柳
田
国
男
氏
は
、
鼠
の
浄
土
の
昔
話
の
中
に
、
あ
こ
が
れ
の
男
二
の
世
界
へ

の
通
路
の
思
想
の
要
求
を
認
め
よ
う
と
さ
れ
誌
㌣
さ
く
な
谷
が
根
の
国
へ
の

入
口
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
根
の
国
へ
至
る
道
程
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
。
さ
く
な
谷
か
ら
川
を
下
り
、
海
へ
出
て
、
海
彼
の
根
の
国

に
至
る
と
す
る
の
が
も
っ
と
も
現
実
的
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
余
り
に
も
常

識
的
か
つ
迂
遠
で
、
さ
く
な
谷
即
ち
冥
途
と
す
る
伝
説
の
怪
異
性
か
ら
は
程
遠

ヽ
0

椀
貸
穴
・
椀
貸
淵
・
竜
宮
淵
の
伝
説
や
、
竜
宮
訪
問
の
昔
話
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
底
や
海
底
に
あ
る
異
郷
へ
は
、
洞
穴
や
水
中
か
ら
通
う
も
の
と
さ
れ

∵
∴
∴
∴
・
．
∵
∴
「
．
㍉
∴
二

じ
て
い
る
と
す
る
考
え
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
さ
く
な
谷
の
鹿
跳
の
附
近
は
、
「
米
所
」
と
言
わ
れ
る
急
流
が
岩
を

噛
み
、
河
床
に
岩
石
が
起
伏
し
て
駈
穴
地
帯
を
な
し
て
い
〈
智
翫
穴
（
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
）
は
か
め
穴
と
も
言
い
、
河
底
や
河
岸
の
堅
い
岩
面
に
で
き
る
大
き
な

円
形
の
深
い
穴
の
こ
と
で
、
大
き
な
も
の
は
直
径
、
深
さ
と
も
数
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
。
そ
の
生
成
の
原
理
は
、
河
床
の
岩
石
の
表
面
に
で
き
た
く
ぼ
み
に
小
石

∴
㍉
了
　
∵
∴
∴
∵
　
l
言
∵

た
こ
う
し
た
駈
穴
が
、
根
の
国
に
通
じ
る
洞
穴
と
見
な
さ
れ
た
、
と
の
想
像
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

で
…
礪
賎
…

で
あ
る
が
、
宮
艮
当
壮
氏
の
『
八
重
山
語
彙
』
で
も
、
イ
ー
ザ
ー
（
岩
屋
）
あ

ー
一
∴
㍉
∴
∴
∵
三
㍉
∵
∴
－
∵
∵

洞
窟
で
あ
っ
た
。
仲
松
弥
秀
氏
に
よ
れ
ば
、
八
重
山
の
小
浜
島
や
宮
良
村
落
の

よ
う
に
地
底
の
洞
窟
の
多
い
石
灰
岸
地
域
で
は
、
死
者
は
葬
所
た
る
洞
窟
の
底

㍉
∵
一
∴
－
．
、
三
∵
二
十
二
て
二
、

根
の
国
を
訪
れ
た
オ
ホ
ナ
ム
チ
神
は
黄
泉
比
良
坂
を
通
っ
て
現
し
世
に
戻
っ
て

来
た
と
さ
れ
る
が
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
宇
賀
郷
脳
議
の
項
に
見
ら
れ

る
「
黄
泉
之
坂
」
「
黄
泉
之
穴
」
も
、
洞
窟
も
し
く
は
洞
穴
と
解
さ
れ
る
。

さ
く
な
谷
か
ら
根
の
国
へ
の
通
路
が
水
中
で
あ
っ
た
か
洞
穴
で
あ
っ
た
か
は
、

に
わ
か
に
は
決
し
難
い
が
、
さ
く
な
谷
の
奇
岩
重
畳
た
る
怪
異
な
景
観
が
、
こ

の
地
が
死
者
の
国
へ
の
入
口
で
あ
り
、
こ
の
地
に
冥
途
あ
り
と
す
る
神
異
な
伝

説
の
成
立
に
拍
重
を
か
け
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
激
流
渦
ま
く
さ
く

な
谷
が
、
遠
か
海
の
彼
方
の
他
界
に
通
じ
て
い
る
と
す
る
想
念
は
、
壮
大
か
つ

現
代
人
の
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
国
や
中
国
に
古
来
の
世
界
観
か

の
入
口
と
観
ず
る
の
は
多
く
の
民
族
に
共
通
す
る
思
想



ら
す
れ
ば
、
決
し
て
奇
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

）七
′
．
ヽ

道
綱
母
は
石
山
参
籠
中
に
さ
く
な
谷
の
話
を
聞
き
、
「
さ
て
心
に
も
あ
ら
ず

引
か
れ
い
な
ば
や
」
と
思
っ
た
と
、
日
記
に
書
き
つ
け
て
い
る
。
供
人
達
の
短

い
会
話
で
道
綱
母
が
さ
く
な
谷
の
伝
説
を
理
解
し
、
日
記
に
記
す
際
に
も
、
こ

と
さ
ら
の
説
明
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
伝
説
は
以
前
か
ら
、

道
綱
母
に
は
勿
論
、
平
安
朝
の
貴
族
達
に
か
な
り
知
ら
れ
て
い
た
と
見
ね
ば
な

る
ま
い
。
兼
家
と
の
関
係
に
苦
悶
し
、
惧
悩
の
果
て
に
石
山
寺
に
出
か
け
た
彼

女
が
、
仏
教
的
他
界
観
で
は
な
く
、
古
代
的
思
念
に
基
づ
く
土
俗
的
と
も
言
い

う
る
他
界
観
に
、
心
惹
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

道
綱
母
は
日
記
上
巻
康
保
元
年
七
月
条
に
、
母
の
死
後
、
山
寺
で
の
服
喪
中

に
、
僧
達
の
物
語
に
死
者
に
逢
え
る
と
い
う
み
み
ら
く
の
烏
の
伝
承
を
耳
に
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
み
み
ら
く
伝
承
は
、
海
人
族
で
あ
る
安
公
氏
が
、
海

上
の
他
界
た
る
死
霊
の
赴
く
島
の
観
念
を
も
と
に
、
肥
前
国
債
嘉
島
の
最
西
端

で
あ
り
、
我
国
の
西
の
果
な
る
、
大
海
へ
の
渡
海
点
で
あ
る
と
共
に
、
往
々
に

し
て
死
へ
の
渡
海
点
と
も
な
っ
た
、
み
ね
ら
く
の
崎
の
彼
方
に
、
死
者
に
逢
え

る
島
の
幻
想
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伯
嘉
畠
は
安
員
氏
に
と
っ
て
、

海
人
族
と
し
て
の
栄
光
の
歴
史
と
、
海
人
族
な
る
が
故
に
多
く
の
同
族
を
海
で

失
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
し
み
の
歴
史
と
に
よ
っ
て
、
永
久
に
記
憶
さ
る
べ

呈
地
だ
っ
た
の
で
歩

み
み
ら
く
伝
承
や
さ
く
な
谷
伝
説
の
如
き
、
上
代
的
思
念
を
淵
源
と
す
る
世
界

観
や
他
界
観
が
、
僧
や
供
人
と
い
っ
た
蛮
族
社
会
の
周
縁
に
あ
る
者
達
に
よ
っ

て
語
ら
れ
、
権
門
の
妻
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
道
綱
母
の
心
を

惹
き
つ
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
朝
文
化
の
原
質
を
考
え
る
上
で
、
何
ほ
ど

か
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら

の
話
を
耳
に
し
た
と
き
、
道
綱
母
は
母
の
死
や
結
婚
生
活
の
破
綻
な
ど
と
い
う

大
き
な
不
幸
を
経
験
し
て
、
危
機
的
な
精
神
状
況
に
あ
っ
た
。
兼
家
へ
の
愛
憎

に
の
た
う
ち
、
己
が
宿
世
の
つ
た
な
さ
を
嘆
く
暗
い
情
念
の
ゆ
ら
め
き
の
中
で
、

道
綱
母
は
、
優
椎
華
農
な
王
朝
文
化
の
基
底
に
あ
る
上
代
的
な
も
の
、
土
俗
的

な
も
の
を
覗
き
見
た
の
で
あ
る
。
精
神
の
本
卦
帰
り
と
も
言
え
る
こ
う
し
た
上

代
へ
の
回
帰
現
象
は
、
ま
た
、
平
安
朝
貴
族
の
信
仰
生
活
を
領
導
し
つ
つ
あ
る

か
に
見
え
た
仏
教
が
、
そ
の
世
界
観
や
他
界
観
を
も
っ
て
し
て
は
蔽
い
つ
く
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
古
代
日
本
人
の
精
神
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔注〕
（
1
）

（
2
）

『
鯖
蛤
日
記
』
中
巻
。
以
下
、
『
括
蛤
日
記
』
本
文
の
引
用
は
日
本

古
典
文
学
全
集
本
に
よ
る
。

本
文
中
の
傍
線
部
は
、
雷
陵
部
本
に
は
「
い
さ
1
く
な
た
に
み
に
は

い
て
も
く
ち
ひ
き
す
こ
す
と
き
く
そ
」
と
あ
っ
て
、
古
来
難
解
な
箇
所

と
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
改
訂
案
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
今
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
逐
一
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
要
は
、
二
人
の
供
人
の
会

話
の
境
目
を
ど
こ
に
置
く
か
、
「
く
ち
ひ
き
す
こ
す
」
の
部
分
を
、
日

本
古
典
文
学
大
系
本
の
よ
う
に
「
う
ち
ひ
き
す
こ
す
」
と
改
訂
す
る
の

が
妥
当
か
ど
う
か
、
の
二
点
に
問
題
が
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、
供
人
の
一
人
が
同
輩
を
さ
く
な
谷
見
物
に
誘
い
、

相
手
が
尻
込
み
す
る
と
い
う
構
図
に
大
き
な
差
違
は
見
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
、
本
文
研
究
の
現
段
階
で
は
、
改
訂
箇
所
が
最
小
限
で
意
味
の
通

り
も
よ
い
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
改
訂
本
文
を
、
も
っ
と
も
穏
当
な
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も
の
と
し
て
、
以
下
、
こ
れ
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
3
）
　
「
か
け
ろ
ふ
日
記
評
釈
・
九
　
石
山
ご
も
り
」
『
国
文
学
』
第
5
巻

1
3
号
。
な
お
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
か
け
ろ
ふ
日
記
』
補
注
に
も
、

同
線
の
考
え
が
見
ら
れ
る
。

（
4
）
　
「
措
蛤
日
記
の
『
さ
く
な
た
に
』
」
『
学
大
国
文
』
創
刊
号
。

（
5
）
　
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生
図
巻
」

（
6
）
　
『
近
江
栗
太
郡
志
』
第
二
巻
六
三
六
頁
。

（
7
）
　
平
安
朝
以
降
の
文
献
で
は
、
谷
に
つ
い
て
は
「
佐
久
奈
（
那
）
谷
」

と
「
桜
谷
」
、
神
社
に
つ
い
て
は
「
佐
（
散
）
久
奈
（
難
）
圧
神
社
」

「
桜
谷
祉
」
そ
の
他
の
名
称
が
交
錯
す
る
が
、
小
論
の
目
的
は
こ
の
谷

（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（

19181716151413121110　9　8
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

に
ま
つ
わ
る
古
代
的
観
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
以
下
、

論
述
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
引
用
の
場
合
を
除
き
、
名
称
を
「
さ

く
な
谷
」
と
「
佐
久
奈
度
神
社
」
と
に
統
一
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
歌
枕
』
二
九
貢
。

松
尾
俊
郎
『
日
本
の
地
名
　
歴
史
の
な
か
の
風
土
』
七
八
貢
。

鏡
映
完
二
・
鏡
昧
明
克
『
地
名
の
起
源
』
二
二
～
一
二
二
頁
。

注
（
1
0
）
に
同
じ
。

『
近
江
栗
太
郡
志
』
第
二
巻
四
四
九
頁
。

柿
木
契
『
蛸
蛤
日
記
全
注
釈
』
上
巻
三
六
五
頁
。

同
書
三
六
九
責
。

『
中
臣
祓
』
の
諸
伝
本
は
、
『
大
祓
詞
註
釈
大
成
』
上
巻
に
よ
る
。

『
祝
詞
新
講
』
一
六
四
貢
。

『
延
喜
式
祝
詞
講
』
八
六
百
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
　
祝
詞
』
三
九
九
貢
頭
注
。

本
文
は
『
近
江
栗
太
郡
志
』
第
四
巻
の
翻
刻
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ

（20）（21）（22）（23）（24）（25）（26）（27）（28）（29）（30）

（31）（32）（33）（34）（35）（36）（37）

の
杜
記
は
『
中
臣
祓
義
訓
』
や
『
創
碩
弁
』
を
引
い
て
い
て
、
そ
の
成

立
に
疑
問
が
多
い
。

青
木
紀
元
『
日
本
神
話
の
基
礎
的
研
究
』
二
七
五
貢
。

天
智
紀
九
年
三
月
九
日
条
。

天
智
紀
十
年
正
月
二
日
条
。

『
文
徳
実
録
』
同
年
六
月
十
三
日
条
。

『
三
代
実
録
』
同
年
正
月
二
十
七
日
条
。

『
文
禄
実
録
』
同
年
四
月
二
十
三
日
条
。

『
新
大
津
市
史
』
別
巻
一
〇
二
一
貢
。

『
新
修
大
津
市
史
』
古
代
　
四
一
四
貢
。

『
海
上
の
道
』
所
収
「
根
の
国
の
話
」
。

『
海
上
の
道
』
所
収
「
海
神
宮
考
」
。

注
（
2
9
）
に
同
じ
。

『
日
本
神
話
の
研
究
』
第
四
巻
三
七
六
～
三
八
七
頁
。

同
書
　
三
七
二
～
三
七
三
貢
。

同
書
　
三
八
二
貢
。

同
書
　
三
六
八
貢
。

折
口
信
夫
氏
は
常
世
の
国
を
発
展
段
階
論
的
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
る

が
、
構
想
さ
れ
た
段
階
論
は
考
察
の
時
点
に
よ
っ
て
異
な
り
、
必
ず
し

も
一
様
で
な
い
。
死
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
「
民
族
史
観
に
お
け
る
他

界
観
念
」
で
は
、
常
夜
1
常
齢
1
常
受
の
三
段
階
論
に
達
し
て
お
ら
れ

る
。伊

藤
幹
治
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
来
世
観
の
複
合
構
造
序
説
」
『
国

学
院
雑
誌
』
第
6
5
巻
2
・
3
号

『
海
上
の
道
』
所
収
「
鼠
の
浄
土
」
。
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（38）（39）（40）（41）（42）（43）（44）（45）

（46）（47）

（
亜
）

（
4
9
）

（
5
0
）

『
常
世
論
芸
人
の
魂
の
ゆ
く
え
』
一
三
五
～
一
三
七
貢
。

同
書
一
一
二
一
七
～
二
二
一
九
貢
。

高
木
敏
雄
『
日
本
伝
説
集
』
「
椀
貸
穴
伝
説
第
八
」
。
柳
田
国
男
監

修
『
日
本
伝
説
名
菓
』
「
水
の
部
」
。

『
古
代
研
究
』
（
民
俗
学
篇
2
）
所
収
「
河
童
の
話
」

『
河
童
拘
引
考
』
一
七
～
一
八
貢
。

注
（
3
7
）
に
同
じ
。

注
（
4
1
）
に
同
じ
。

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
滋
賀
県
　
鹿
跳
橋
の
項
。

平
凡
社
『
地
学
事
典
』
。

松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
』
男
二
巻
四
〇
二
～
四
〇
五
貢
。

前
者
は
ニ
ー
ラ
・
シ
ィ
ク
の
項
。
．
後
者
は
ナ
ー
ビ
ン
・
ド
ー
の
項
。

『
神
と
村
－
沖
縄
の
村
落
』
七
七
頁
。

拙
稿
「
死
者
に
逢
え
る
島
－
み
み
ら
く
伝
承
の
成
立
と
展
開
⊥

上
田
正
昭
・
南
波
浩
編
『
日
本
古
代
論
集
』
所
収
。

－
大
阪
成
撰
女
子
短
期
大
学
助
教
授
－

瓜
会
員
近
著
紹
介
Ⅴ

「
野
地
潤
家
先
生
に
学
び
て
」
　
糟
翫
細
鐙
等

昭
和
五
十
九
年
三
月
を
も
っ
て
広
島
大
学
を
退
官
さ
れ
た
野
地
潤
家
教
授
の

受
講
生
、
昭
和
二
十
三
年
広
島
高
等
師
範
学
校
卒
業
生
以
下
、
及
び
昭
和
二
十

八
年
広
島
大
学
卒
業
生
か
ら
現
在
の
在
学
生
に
及
ぶ
計
二
百
二
十
四
名
の
文
責

を
収
め
る
。
編
慕
趣
旨
を
述
べ
た
「
ま
え
が
さ
」
に
続
い
て
、
「
国
語
学
習
の

極
印
と
深
化
」
（
野
地
潤
家
）
　
－
こ
れ
は
昭
和
五
十
八
年
八
月
の
広
島
大
学

教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
（
光
菓
会
研
究
集
会
）
の
講
演
筆
記
－
を
巻
頭
に

据
え
、
「
師
恩
」
（
大
槻
和
夫
・
記
念
事
業
会
編
集
委
員
）
以
下
の
文
章
が
続
一

幸
・
同
教
授
の
学
問
・
研
究
、
公
私
に
わ
た
る
お
人
柄
の
特
質
の
数
々
が
描
き
　
1
2

出
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
、
「
野
地
潤
家
先
生
略
年
譜
」
「
著
苧
論
文
等
目
録
」
一

三
一
〇
余
ペ
ー
ジ
を
付
し
、
巻
頭
に
は
写
巽
一
〇
ペ
ー
ジ
を
収
め
る
。

《
A
五
版
、
五
六
五
ペ
ー
ジ
、
昭
和
5
9
年
8
月
、
代
表
編
者
大
槻
和
夫
、
同
事

業
全
発
行
、
製
作
・
渓
水
社
）

tosho-seibi-repo
長方形




